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凡事徹底（ぼんじてってい）を考える 
あいさつ あつまり  あとしまつ 

  
日新中学校区に、七松小学校と立花南小学校があります。 

 小学校と中学校が、子どもたちが学習や生活を円滑にできるように、担任のみ
ならず、管理職、生徒指導、特別支援教育等様々な立場で連携を図っています。 
 中学校では 時（をまもり）場（をきよめ）礼（をただす）が生活目標です。

小学校では、凡事徹底（ぼんじてってい）あいさつ・あつまり・あとしまつ 
が生活目標となっています。 
 私は、凡事徹底という言葉は、小学生には、難しいのではないかと思っていま
した。そこで、その旨を学校評議員の皆様に意見を求めました。 
 いただいたご意見は、「教えるより、慣れさせて」というご意見でした。まさに、
目からうろこでした。七松地域の皆様、教職員の先輩方、保護者様が積み上げて
きた、凡事徹底の重みをしっかり受け止めてという強い思いを感じました。 
 早速朝礼で、子どもたちに、まず、大人でもいきなり「凡事徹底」の意味は？と
聞かれたら、習っていない人は答えられないと思います。と前置きしつつも、「凡事
徹底」これは、『ごく平凡な当たり前のことをしっかりやっていく』という意味の
言葉であり、その行動の積み重ねが、心豊かなたくましい人間になるという意味
が込められていることを伝えました。 
 あ（あかるく）・い（いきいきと）・さ（さきに）・つ（つづけて、いつも）あい
さつは、あなたを大切にしていますというメッセージです。 

次に、あつまりです。集まるときは、時間を守らなければ、みんなそろいませ
ん。集まって、何かするにはルール、決まりを守らなければなりません。自分勝
手な行動はできません。集まるためには、人間としてしっかり守らなければなら
ない大切なことがあるのです。 

あとしまつです。子どもたちに聞きました。トイレを使おうと思った時、前の
人が流していなかったら、どんな気分になりますかと。トイレのスリッパを揃え
ることも同じ。あとしまつは人として当たり前のことなのです。 

子どもたちは、学校生活では、あいさつ、あつまり、あとしまつ、大切な行動
がしっかりとれています。家庭や地域でも、進んで行動してほしいと願っていま
す。 
 大人になって、どんなに学力が高くとも、スポーツができても、このあいさつ、
あつまり、あとしまつができなかったら、人として恥ずかしい思いをする事にな
ると思います。人間としての心が育っていないと見られるかもしれません。 

世の中が、益々進歩して、ロボットやコンピューター等が生活に入ってきて便
利になっても、人間として忘れてはならない、「あいさつ、あつまり、あとしま
つ」等当たり前のことを確実にできる「凡事徹底」を習得してほしいと思います。 
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